
採卵鶏の平面飼育忙おける適正密度  

に関する試験   （第2報）  

斉 藤 伝 書  牧 内 正 芳  

清 水 明 良  

電靭を中心とした成増につぃて  

明和41年既の試験調裾報告に第1朝として10月から5月ぜでのf卦’牽について報告したが、こ  

つ明問名層潔牒議するようた薫製ちなく経過し この状態で引き横き9月まで伺葦管理を変更する   

こと夜く飼暮し調香したのでその結果を報偏する。   

1． ぎ∃ 竹   

折下における養鶏は頂横間生田の制約や労力の不足よぅ、必環的忙平飼いの機械化による多殉   

鼎即封こ移行せざるを碍ないと思われるが、∈1璧項境下における単位面碍当カの適正孜肇憤碩鳩   

についでま美加の，古が多hので、務舶質その触て及ぼす影準を知るた捌こ本式駒を≡ぢ施したっ  

2．試戌方法   

川 周！1言！  

（＝）す誉試験  

r∫－ドホーン時雄1d5羽、断喝せず  

（5）区分  

5．5m2当り収容羽敬  1登12．1m2の収容羽数   

対照区  1区  10   5 7   

2 区   15   5 5  
試験区  

5区   2 0   7 5   

（4）嘲萄管理   

飼料はCP17、TDN占8の市販飼料を、1自5回不断摂取ができるように給与した。壕   

琴は1日1羽当り25gを給与し、カキ観水琴も不断給与した。その他「綬飼姜管理は慣行   

にしたがった。  
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区別詳具郊設置数  

トラッブネスト   袷 堺 器   給水器   カキ殻入   止 り 木   
円筒型  

1ド   12  150cm2ネ：127cmlケ   85（：m2本   1 ケ   520cm2本   

2区   22   ／／   5本  2ケ   〝  2本   1 ケ   〝  5本   

！卜   2（；   5凍こ  5ケ   〝  5本   7 ケ  〝 5本  
u口Cm乙杢】   

備考  5羽二当り1個   1才卜当り11cm  

（5）鞠禽の構造  

式験巾に催吊l．た葦ぎ舎は南向きの間口4．54m、．奥行5る．4mの千句現今で1q璃重からた  

り、，1川l凪牒戯と希っでハる。  

その中央部5鞠肇を使喝し允。奉の仕切は板壁で天井があり、∵章の卑細り瑚仕大部分が令絹張  

りで通路の北側魔軒板壁、硝子戸、げねぁげ戸にたってぃろ。   

〔る）調査．項目  

7 産卵調査   「月 産卵数及薫牒  

川 飼料摂取追及凛求率  

イ 生活反応調査「刀 健」来状璧  

川 行 動  

桝 箕 使   

り 頗境i㌍青  春内科乾湿度   

5．試畢の韓発と考翳言   

（1）産卵成硫  

F）産卵状態  

調香はトラッブネストlてより個体別に調査し、月別に集計した。産卵数は各区とも把4月が最   

高で、以後次現に住宅下した。1！冤は6月カ；膿も悪く約51‡偏の産卵で、2区・5区け9月が東低   

でそれぞれ約る0魂、る5感の穫朗であった。 d月に1亡茎と2区との間K、せた7へ8月は2区   

5区の間に有食違があったが、dケ月間の成績では有意拗；認められなかった。   

卵重態は各区ともに8月がその両横の月に此奴して1－2g低下lノた。成縛は蓉（1）～Bわとお   

りである。  
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目 線糾項掛違及び要求塞   

司科の摂職舐凪月末の戚河芸を秤簸しで碍出した。dケ月を滴して2区が求も多く1El約124  

R・ブハて5区の122g．1痘が119gであった。虔来客は1旦と5こ吏がる月以降、2】要姓7  

7月以踵5以上と在った。全K昭吊では5区5．Dり，2区5．094．1虜5．227；であった。そ¢  

吉葉（せ素匝）（5〉のとかりである。  

表裾 1日1羽当り飼料横取景 〈－q）  

泰（5） 飼料栗東峯  

聖ヒ±些空j  4  月  5  月   d  月  7  月  白  月   9≧圭」弓  ン 平 均  
用   2．7 57  2．9．54   5．192・  5・生L⊥⊥生   14．b、14   ち．5二7占   5，2 27  

り  －2∴7S・孔  2．qJ5   2．951   5二q55   5．499   う．る二8 7  

1  

5  2．7 る  2．8 占1   5・2口l   弓．055   】う．2∴0さ   5．A占4  

掟卜生活反応パ査  

「刀こ 健康状櫻  

j離噂忙軽伝染恍疾患の発生は尭く、死亡粗舟‾主よヾ払わとも1りで、薫魯魚けは何らかの原璃  

で甘く・かり摂氏が不十分とたゎ衰弱l′たも藍）で汐る。  

表㈲．死亡淘汰簸り滴鄭鋸羽・数  

函粁薫璧   韓合札  、朝菜摘伸   
■0   ．1  

て      ぃ  
㌻5こノ  3 j j ．0  ′ 
言1二  12   】 1   る  1  

壬ヒ窄猟場布準は5≠が－払も良くこ ついで生存率では1】亘2庄野順で環存翠はほ鱒同じであっ  

た∴弓別の翠は寅（7）のとム、りである。・  

芦 ：咤亡淘汰脅を病馴腫見て1この席庭の熱延年増加や1辟の大ききで壮とれk経う特定の疾嘩  

との閑適吐な‘く、∴生存華や戚存密‘もセ′た関連は本年二九なかった。  

（イ）姪使の決壊  

脚直の洪積は密i琶あ轟い方がやゝ射ヒの愉司がみjられた。その純米は和めとおりである。  
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（引 摸埼え㌢可奈  

7月F句から9月上旬までC）ご1気品の昭雄た：墾んで、サミスター自記濯湿度測定器を値鞘し  

．i已蒜さ九た恩響から川日間¢）■・㌣須鼠度合筆誹した。月別旬間平均線度は桑（9）（1d）のと卦   

りで、各重の同じ軋点にぉぃてはほぼl司横であった。登内で吐床ヒ部が天井、lとり木上部より   

やゝ低かった。   

測定隕射］で最高朝温を示した8日1を2日午前9時から15日の午前9喝増での矧壁の変化   

吐泰（11）のとかりで、各；更の‡臥点はほぼ同併の堆過をたどっでいる。竜内の抑具5ケ所にか   

いて温度の低い場所は凱卓4・d・8の床上A5e【ロのところで、天井忙近い融点き・さ・7   

と止り木！二部9・10・11の軌患は陀眩l司じであった「   

胤摩の状曙を知るため忙自記櫛離拍凍耕して、東商気温奇示した日の温湿度の変化とぅ日   

間の平均鼎星腰の変†とは象（12）のとおりである。密度め高山ぅ区壮昼夜ともに他区■より高   

く、・2区は1区より昼間は届く夜は低カ」らた。禽外堀堰と車内湿度を比戟すると昼夜と・もに幸   

巧力痛く、5区は糾0～5鳴の差で三ちり、2直結昼間5－1‘名で夜間は大差が夜い。－1琴比   

5－1名高かった。2直の夜間湿卜質が禽外湿劇て近・ハのは、他厚よ射急啓が高いためと思われ   

る。  
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衷（11） ム之高 気温記録  

＼、、区別  命外  1区  2：ヨ   5 且   1亘  2 医  5【互   1虞  2 区  5 区  通路   

時宗哩邑   5   5   7   9   10   11   4   d   8   12   

9 こ  う1．0  50．0  5〔）．8  5ロ．0  5ロ．0  5D．0  50．5  29．0  29．d  29．占  28．9   

10   52．0  51．8  51．8  51，8  51．占  51．d  52．0  51．9  51．n  51．D  50．2   

11   55．0  52．5  52．5  52．5  5．2．5  5？．5  52．5  51．5  51．5  51．5  5〔）．5   

55．0  55．0  55．0  55．ロ  52．8  52．8  55．ロ  52．0  52．ロ  52．5  51．2   

2   2l．0  27．8  2ヨ．2  2乙8  27．7  28．2  28．2  2占．5  2る．5  2d二5  2d＿5   

5   ．24．2   27．8  28．つ  27．8  27．d  27．d  27．d  2占．2  2占．2  2る．2  2占，2   

4   24．0  27．も  28．0  27．5  27．5  27．5  28．0  2占．0  2る．D  2占．0  2る．0   

5   25．5■  27．0  27．5  2エロ  27．0  27．ロ  27．5  2る．D  2る．0  2占．0  2占．ロ   

占   24．ろ  27．0  27．D  27．0  2占・亨  2占．3  27．0   2占．5  2る．5  2占．5  2占．ロ   

7  28，口  27．5  27．5  27．5  27．5  27．5  27．5  27．0  27．0  27．0  2る．8   

8   29．5  29，0  29．D  29．0  29．D  29．0  29．4  28．2  28．5  28．5  27．5   
9   52．D  50・5l  5ロ．5  50．5  50．5  5ロ．5  51．0  50．2  50．2  50．2  29＿4   

平 均   28．7  50．5   50．4  5、0．5  50．1   5□．4  ・5  【29・2  2乞．2  29．2  28．8   

＿1つ つ ＿   
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4．二等 齢   

㌢阻細引き緩いて5．5血2当り10羽、15乳20亭】の基準で、1賓の面横12．1▼82に57羽、  

ド5羽、75羽を収酎て産卵、生活反［㌫、墳蛸壷濁度を調査した。4月以滞9月までの占ケ月間  

のち蕎巣は饉ね次のとぉ少である。   

川越献成滴  

産卵薮蚊1区が各月ともに最も標く、平均111．7個で偏差の嘱も広かった。d月は2区と   

有意差があり、7月8月は21茎5区との間忙有意美があっ七礁かったが、期間平均で波布焉弟   

は認わられなかった。  

2庭とぅ区ではJ月に宿意詫が竣折らわて5区ホ悪かゥたが、その他の月は大；翻；なく、期   

間平均ではほぼ同じであ云た。  

1日1羽当り夜卵液は2匡5区同じで1貢がやゝ．rミ曇かった。平均β凱勘ま各区と射禦雷同じで   

あっ窄○  

盤朗率はへンデーで技2匡5区は夕まぼ同じで1注が悪く、へンハウスは5区2区1区の順に   

良からた。  

（2）飼料摂取簡及び亜栗率  

1日1羽当り平均薄板うi串2区5佐11亘の頂で1注が少違であった。  

（5）睡廣伏儲‘  

生存泰吐5jて享1区2区の頃搾良く、残存軍は5【旦？区1区の憤で、密度差とはr媚係がないと   

思わわる。   

疾東祖賃の憎かPと削りの傾向は認折られなかった。  

（4）密偵の状態   

密度の増加＝てつれ、軟便†との矧司が悪ふ㌧られた。  

r5）潰境温輝度  

省内5ケ所の軋射⊂をいて故高盗ぼ鳳ほとんど差がなく、最低温度は最高亀鑑息り振れがあ  

11茎よぅ2区5区がやゝ高い程度でみった。  るが、   

1日わ温†湿ぼ変化をプ入ると、範内容測点における温姥はほ矧司悌であった。  
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